
（一社）全国いか釣り漁業協会（中津達也会

長）は令和５年度定時総会を東京・赤坂の同協

会事務所で16日開き、報告事項（令和４年度事

業報告・５年度事業計画）、決算報告などの議案

を原案通り承認した。

令和４年度

のスルメイカ

水揚量は、２月

までの累計が

前 年 同 期 を

29.1 ％ 下 回 る

3896ｔで、史上

最低だった令

和元年度に次

ぐ低い水準と

なった。北朝鮮

籍とみられる船が日本海の大和堆周辺に頻繁に

訪れ、日本のいか釣り漁船が漁場から退避せざ

るを得なくなったことも漁獲量の減少に影響し

ている。

ロシア水域への入漁に関しても、ロシアのウ

クライナ侵攻によりロシアへの送金や書類の輸

送などができず、入漁することができなかった。

こうした状況を受けて中津会長は、新年度の

方針について「スルメイカ資源の回復へ、漁船

ごとの年次漁獲割当量を設定するＩＱ制度の円

滑な運用を図るともに、将来にわたるスルメイ

カ、アカイカ、ヤリイカなどの漁場の維持確保

に向け、我が国周辺における漁業者間協定の円

滑な運営、ロシア水域への入漁確保、違法外国

船対策、北太平洋アカイカ漁場の開発調査に取

り組む」と語った。

ロシア水域入漁への努力続ける

また、ロシア水域への入漁については「ウク

ライナ侵攻をめぐる状況を見極めつつ、ロシア

水域内で操業が行えるよう可能な限り努力す

る」と強調した。

総会開会に先立ち、中津会長は北朝鮮が15日

に弾道ミサイルを日本海に向けて発射し、石川

県の舳倉島の沖合、日本の排他的経済水域（Ｅ

ＥＺ）内に落下させたことについて厳重に対処

するよう政府に求めた。
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